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１９７９年（昭和５４年）に、郵政省（現：日本郵政）が

郵便物の利用促進を目的として、「ふ（２）み（３）」

の語呂合わせにちなんで毎月２３日を「ふみの日」と

しました。７月は陰暦で「文月」（ふみづき）であること

から、７月２３日は特別

に「文月ふみの日」と 

されています。 

メールやSNSが主流の

今だからこそ、久しぶり

にペンを取ってみるのは

いかがでしょうか。 

●７月２３日は「文月ふみの日」です 

いよいよ夏本番を迎え、暑さの厳しい季節になりました。 

最近は、よりお参りしやすい墓地へお墓を移したいというご

相談が増えています。先日、山あいの墓地から金沢駅近く

のお寺様の境内墓地へ、お墓の移転工事を行いました。 

その際、高圧洗浄機を使って墓石をクリーニングしました。

お客様には「新品になったみたい！」とたいへん喜んでいた

だきました。墓石もきれいになりお参りにも行きやすくなりま

したので、これからまた新鮮な気持ちでお墓参りをしていた

だけることと思います。当社では、追加彫刻、納骨のお手

伝い、修理・リフォームなど随時承っております。何かござ

いましたら、いつでもお気軽

にご相談ください。 

竹村石材新聞 
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知っているようで知らない仏事のことや 

言葉の意味をクイズで確かめてみましょう。 

ご縁を大切にしたいとの想いで、発行しています。 

※クイズとまちがいさがしの正解は、表面の一番下の部分をご覧ください。 

仏像にも見られる、お釈迦様の 

３２の身体的な特徴を指す 

「三十二相」に無いものは 

次のうちどれでしょう？ 

「三十二相」は主に外見的

な特徴を指します。 

普通「変化」は「へんか」、「文書」は「ぶんしょ」

と読みますが、仏教や古い文書では「へんげ」

「もんじょ」と読むこともあります。こうした 

違いには、漢字の音読みの一つである「呉音

（ごおん）」と「漢音（かんおん）」が関係して 

います。呉音は、漢音より古い時代に日本へ

伝わった読み方で、仏教の経典や寺院の言葉

に多く残りました。そのため、「救世（ぐぜ）」「月光（がっこう）」「利益（りやく）」

のような仏教に関係する言葉や、「明星（みょうじょう）」のように、生活の中

で定着した読み方も残っています。  

上下の絵に間違いが３個あります。探してみましょう。 

★救世（ぐぜ）に彩色（さいしき）に月光（がっこう）・・・呉音とは？ 

① 全身が黄金色に輝いている 
 
② 足が速い 
 
③ 歯が40本ある 


